


計 画の概要1 計 画 の 基 本 理 念３
計画の位置づけ

● 県政における最上位の計画として、５年間の政策の方向性を示すものです。
● 「新しい長崎県づくりのビジョン」とタイアップするとともに、国の政策（地方創生2.0等）とも連動して構築します。
● 「長崎県まち・ひと・しごと創生総合戦略」としても位置づけ、一体的に取り組みます。

時代の潮流と長崎県の強み2
　人口構造や社会経済情勢の変化など時代の潮流を捉えながら、本県のポテンシャルや特性を活かし、グローバ
ル社会における競争力を高め、県勢の持続的発展を目指します。

● 人口減少や少子高齢化、東京一極集中など、人口構造や社会経済情勢が大きく変化する中、本県においても、
国の「地方創生2.0」の基本姿勢と同様に、当面の人口・生産年齢人口の減少という現実を正面から受け止め
たうえで、都市と地方、さらには地方同士の人材交流・循環を促進し、人口減少社会にあっても経済成長を実現
し、力強い地域社会の構築に取り組んでいくことが求められます。

● また、本県が将来にわたり持続的な発展を遂げるためには、デジタル技術や広域モビリティを活用して距離や
時間に捉われずに、多様な主体と連携しながら、県境を越えた取組を含めてヒト・モノの広域的な共創を進め、
新たな価値の創造を通じて県民の皆様が豊かさを実感できる地域デザインの実現を目指すことが重要であ
り、こうした地方創生の取組を推進するにあたっては、国が示す全国一律の施策に加え、県内各地域の実情に
応じたきめ細かな対策を地域の力を結集して展開していくことが不可欠です。

● そのためには、その基盤となる経済の活性化に向けて、新たな成長産業の育成を含む力強い産業の実現と良
質な雇用の創出、若者や女性をはじめ誰もがチャレンジし、活躍できる環境づくりに力を注いでまいります。

● さらに、地域の活力を維持・向上させるため、最先端技術を効果的に活用し、「稼ぐ意識や力」を高めながら、国
内外の多様な地域や人々との交流を促進し、世界に存在感を示す「新しい長崎県」づくりに取り組みます。

● 加えて、本県の将来を担うこどもたちへの投資を未来への投資と捉え、こどもたちが健やかに成長し、能力と
可能性を高めることを社会全体で支え、様々な活躍につなげてまいります。

● そして、多様な価値観や個性が尊重され、すべての世代が健康で安心して暮らせる社会環境づくりの推進、社
会インフラ基盤の整備や災害に強い安全・安心な地域の実現にも取り組んでまいります。

計画の
特徴

●県内外の多方面から選ばれる長崎県の実現に取り組む計画
●県民、地域、各種団体、大学、企業、市町等との連携による「県民総ぐるみ」の計画
●目標値設定と成果検証、事業推進の仕組みを取り入れた計画

基本理念を実現するにあたっての基本姿勢４

● デジタル技術の活用
最先端技術を活用し、県民生活の利便性向上や産業の活性化、行政運営の効率化等に取り組みます。

● 戦略的情報発信・ブランディングの展開
分野横断的視点・マーケティングに基づく戦略的な情報発信に取り組みます。併せて、総体的なイメージ
向上につながるブランディングを進め、多方面から選ばれる「新しい長崎県」づくりに取り組みます。

● ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
年齢や性別、国籍、障害の有無等にかかわらず、誰もが自分の能力や特性を活かしながら活躍できるよう
各施策に取り組みます。

● 特区制度の活用
国家戦略特区制度を活用した規制緩和措置の実証等を通して、地域課題の解決に向けて先進的な発想で
各施策に取り組みます。

● 「稼ぐ」視点の反映
地域資源を活かし、地域の稼ぐ意識と力を高めることで、自立的かつ持続的な地域経済の発
展と県民所得の向上に取り組みます。

● 人材の確保・育成 ● 分野横断・融合的な取組の推進
● 多様な主体との連携・協働の推進 ● SDGｓ（持続可能な開発目標）の反映

　計画の策定や各施策の推進にあたっては、次の基本姿勢を持って臨みます。

基本戦略

施 策

事 業

（事業群）

基本理念を政策分野別に柱立て
柱ごとに10年後のめざす姿を示したもの

基本戦略の実現に向けた具体的な方策や
対策を示したもの

（類似事業のまとまり）

10年後の長崎県のめざす姿を示したもの基本理念

各柱に沿った県政の方向性を示したもの

施策の実現に向けた個々の行政手段

基本理念を実現
するための柱

ビジョン（分野・
ありたい姿）も
踏まえ策定

ビジョン（施策
の方向性）も
踏まえ策定

総合計画に記載する政策体系

計画期間｜令和８年度（2026年度）>> 令和12年度（2030年度）

時代の潮流

●人口減少・少子高齢化の進行
●価値観・ライフスタイルの多様化、多様性社会
●デジタル化・先端技術の進展
●気候変動、カーボンニュートラル社会の実現
●グローバル化の更なる進展
●国際情勢の複雑化と世界平和
●災害の激甚化・頻発化、インフラの老朽化の進行

●新しいまちづくりを活かした地域活性化

●国家戦略特区による新技術の実装

●個性あふれる離島、豊かな海洋資源と食

●美しく豊かな自然、多様な歴史・文化

●海外との交流

長崎県の強み

ながさきの誇りと希望を力に、みんなで夢あふれる未来をひらく

策定の趣旨
　グローバル社会における競争力を高め、県勢の持続的な発展につなげていくため、今後の県政の運営の指針
や考え方を県民に分かりやすく示した新たな総合計画を策定することとしました。
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